
前　　期 後　　期
前
期

後
期

総合

①基本的な学習ルー
ルの定着

生徒
指導部

聞き取り又はアンケート調査等で，児童
の言葉からも学習規律に対する意識や課
題点を把握する。授業中は，聴く姿勢に
重点を置き，既存の聴き方のルールを
低・中・高別で再検討・改良して指導を
行っていく。今後，児童自らが学習規律
を大切にしていくという自己決定を促せ
るように，実態の把握と適切な指導に力
を入れていく。

学年に応じた学
習ルールが身に
付いている

Ａ：９０％以上の児童ができる
Ｂ：８０％以上の児童ができる
Ｃ：７０％以上の児童ができる
Ｄ：７０％未満の児童ができる

＜教員評価＞①②
　　　８０％
　
＜児童評価＞③
　　　７３％

＜保護者評価＞③
　　　７６％

＜教員評価＞①②
　　　８０％
　
＜児童評価＞③
　　　７７％

＜保護者評価＞③
　　　８５％

Ｃ Ｂ Ｂ

児童の実態把握を行い，低・中・高別に課題を設定
し聴く姿に重点をおいて指導したことが，児童の姿
に表れ評価向上につながっている。次年度は，教室
に掲示する学習規律の内容を絞ること・各家庭に学
校での学習規律の指導について発信することに取り
組んでいく。

②繰り返し指導によ
る漢字力や計算力の
定着
（朝学習・パワー
アップタイム・宿題
等による補充学習の
継続的取組）

学習部

統一漢字・計算テストの点数が全体的に
上がったことで，児童は達成感を得るこ
とができたのだと思われる。今回の結果
が次回の意欲につながるように，全校の
事前の取り組みを共通にし，繰り返し練
習に重点を置くことを続けていく。

当該学年の漢字
や計算が身に付
いている

目標値　 低学年９０点以上
   　    中学年８５点以上
   　　　高学年８０点以上
Ａ：目標値９０％以上
Ｂ：目標値８０％以上
Ｃ：目標値７０％以上
Ｄ：目標値７０％未満

＜教員評価＞③
    　８９％
　
＜児童評価＞⑥
    　９５％

＜教員評価＞③
    　８９％
　
＜児童評価＞⑥
    　９３％

Ａ Ａ Ａ

統一漢字・計算テストでは達成感を大切にする。努
力すればどの子も百点に届くような問題を設定し、
努力する過程に重点を置くことを続けていく。ま
た，計算テストにおいては，その学年の児童が苦手
な問題についても出題する。

◎ ③表現する力の育成
（書くこと)

学習部

「ちょこっと作文」で短作文指導を行っ
てきたことは，児童の書く力につながっ
ていると思われる。また，行事や授業に
おける振り返りなど，書く機会が多いこ
とも，書くことへの抵抗を和らげている
と思われる。しかし，条件に合った書き
方は十分とは言えず，「ちょこっと作
文」に条件作文を増やし，指導の時間を
確保していく。

自分なりの考え
を書くことがで
きる Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）

Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％未満）

＜教員評価＞④
    １００％
　
＜児童評価＞④
　　　８９％

＜教員評価＞④
   １００ ％
　
＜児童評価＞④
　　　８４％

Ａ Ａ Ａ

「ちょこっと作文」における指導の成果が表れ，児
童は自分なりの思いや考えを書くことはできるよう
になってきている。しかし，条件が与えられた場合
に条件をきちんと満たした文章を書くことはできて
いない。今後は，ねらいを改め，いくつもの条件を
満たした文章を書くことや条件を読み取って書くこ
とに取り組んでいく。

◎

④表現する力の育成
（半具体物や言葉・
数・式・図などを用
いて，自分の考えを
話す）

学習部

算数科の授業を中心に理由をつけて話さ
せることを意識してきたが，やはり，説
明したり意見を交わしたりすることに自
信のない子が多い。今後は，授業におけ
る話し合いの場を工夫しながら，話す・
聴くスキル練習も試みる。一方で生徒指
導部と連携し，聴く態度の向上を目指す
期間を設定し，児童に意欲をもたせられ
るような取り組みを工夫していく。

自分の考えを根
拠を示しながら
話すことができ
る Ａ：８０％以上の児童ができる

Ｂ：７０％以上の児童ができる
Ｃ：６０％以上の児童ができる
Ｄ：６０％未満の児童ができる

＜教員評価＞⑤
　　　７８％
　
＜児童評価＞⑤
　　　７７％

＜保護者評価＞④
　　　８６％

＜教員評価＞⑤
　　　７８％
　
＜児童評価＞⑤
　　　７２％

＜保護者評価＞④
　　　８２％

Ｂ Ｂ Ｂ

生徒指導部と連携し，聴く態度の向上を目指す取り
組みを行ったところ，話を聴こうとする意識に高ま
りが見られた。しかし，自分の考えを話す意欲に
は，まだつながっていないと言える。人前で話すこ
とに慣れておらず抵抗感を抱く児童が見られるの
で，授業において，全体での話し合いだけでなくペ
アやグループなどの場を設ける。また，根拠をつけ
て話す話し方の指導を入れていく。

◎
⑤家庭学習の充実と
習慣化
　　（学年×10分の
定着）

学習部

各担任が児童に声を掛けたり家庭と連携
を取ったりして，宿題を忘れる児童は
減ってきている。保護者の意識も高まっ
てきていると思われるので，家庭との連
携を継続し学習習慣の定着を図ってい
く。さらに，学年×１０分に見合う内容
の学習ができるよう，よい学習の仕方や
自学の内容を全校に広めていく。

毎日，決められ
た時間の家庭学
習を行っている 学年×１０分として

Ａ：９０％以上の児童ができる
Ｂ：８０％以上の児童ができる
Ｃ：７０％以上の児童ができる
Ｄ：７０％未満の児童ができる

＜教員評価＞⑥
　　　７８％

＜児童評価＞⑦
　　　８７％

＜保護者評価＞⑤
　　　７８％

＜教員評価＞⑥
　　　８９％

＜児童評価＞⑦
　　　９５％

＜保護者評価＞⑤
　　　８５％

Ｂ Ｂ Ｂ

各担任と家庭が連携を図り，児童に働きかけること
で宿題を確実にできる児童が増えている。この働き
かけを継続し，強化週間やノートの掲示等を通じ
て，学年×１０分の学習習慣を身につけるととも
に，学習内容を充実させていく。

◎

⑥読書量目標値の設
定と到達促進の取り
組み
（児童委員会活動，
教職員や司書による
本の紹介，読書カー
ド等）

学習部

読書の取り組みである「能登半島一周」
が学校全体で目標を達成させるものだっ
たので，全体では読書冊数は増えている
ものの，個人の意識が弱くなってしまっ
た。二学期は，個のデータを担任や児童
に知らせ，意識が高まるようにする。ま
た，児童が興味をもち，落ち着いて読書
できるように，時間の確保や選書につい
て，担任に働きかけていく。

読書量の目標値
を設定し，到達
のための手立て
が工夫されてい
る

Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％未満）

＜教員評価＞⑦
　　　８０％
　
＜児童評価＞⑧
　　　８１％

＜教員評価＞⑦
　　　６７％
　
＜児童評価＞⑧
　　　７２％

Ｂ Ｃ Ｃ

貸出冊数が目標を達成していても，本を読んでいる
という満足感がない子が増えていることがわかっ
た。また朝読書の様子からも集中して読めていない
子もいると思われる。そこで，冊数にこだわるので
なく，朝学習の週３０分について，始業前の本の準
備や選書のアドバイスを行い集中して読書ができる
ように指導していく。そのために，教室に児童に
合った本を置き，児童がすぐに本を手に取ったり，
担任がアドバイスをしたりしやすい環境を整える。

◎
⑦授業における
タイムマネジメント

学習部

学校研究や学力向上を意識し，学習内容
の理解や集団解決に時間をかけ過ぎる
と，まとめまでいけなくなるということ
が出てきた。児童にどんな力をつけたい
かを念頭におき，１時間のねらいや課題
を考えるようにする。そして，本時のね
らいに合わせた学習内容とタイムスケ
ジュールを考えていく。

学習展開のまと
めまで到達して
いる Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）

Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％未満）

＜教員評価＞⑧
　　　８９％

＜教員評価＞⑧
　　　８９％ Ｂ Ｂ Ｂ

限られた時間内に集団解決の場を充実させ，学習内
容の理解に深まりをもたせようと意識しながら取り
組んできた。今後も，児童につけたい力を明確にし
て，１時間ごとのねらいや課題を設定する。そし
て，ねらいの達成とタイムマネジメントの両立がで
きる授業展開を考えていく。

１．学
力向上

と
指導力
向上

重点
目標

共通
項目 具 体 的 取 組 主担当 年度後半の方針・方策 評　価　の
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実現状況の
達成度判断基準

達成度(Ａ＋Ｂ)％ 自己評価
学年末・次年度に向けての方針・方策



◎

⑧校内研修を通した
指導力向上
（外部指導者招聘，
校内研究会の活性
化，相互授業参観，
外部研修への積極的
参加と還元等）

学習部

導入の仕方や課題作り，話し合いの仕方
に取り組み，研究授業ごとに成果や課題
が明らかになっている。しかし，その後
の検証が十分でなかったので，しっかり
検証を行い，２学期につなげていく。２
学期は，事後研の持ち方も見直し，日々
の実践に活かせる内容まで話し合いを進
めていく。

校内研修を通し
て,指導力向上
に取り組んでい
る

Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％未満）

＜教員評価＞⑨⑩
　　　９５％

＜教員評価＞⑨⑩
　　　１００％ Ａ Ａ Ａ

事後研の方法を変えたことにより，参観者が効率よ
く，意見を出し合えるようになり，充実した話し合
いができた。また，後期は指導主事の招聘が叶い，
指導を受けることもできた。さらに，ミニ研究会で
日頃の指導を振り返ることもできた。日頃の授業に
ついて意識も高まり，指導力向上につながってきた
と思われるので，取組を継続していく。

◎

⑨各種学力テスト結
果を生かした学力向
上の取組
（4月:国，県，町学
力調査
　12月：町学力調
査）

学習部

学力向上プランを意識して，日頃の授業
を行ってきた。その検証を行い，改善し
て２学期の取り組みを進めていく。学び
のロードマップの共通理解が不十分なた
めに，スムーズに動けなかったところが
あったので，今後は声を掛け合い連携を
図りながら取り組んでいく。

各種学力テスト
結果を生かした
学力向上の取組
を積極的に行っ
ている

Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％未満）

＜教員評価＞⑪⑫
　　　８２％

＜教員評価＞⑪⑫
　　　７８％ Ｂ Ｃ Ｃ

学力調査の結果からロードマップに基づいてこれま
での取組の検証を行い，プランを再考して再度取組
を進めてきた。プランについての共通理解はできた
が，実践は思ったようにいかなかったようである。
もう一度２月に検証し原因を明確にしていく。ロー
ドマップは，今年度が初めての取組であったので，
問題点を出し合い，実践しやすいものに修正してい
く。

◎
⑩情報機器を活用し
た授業実践

情報担当

これまでの校内研修等の取り組みによ
り，情報機器を活用しての授業実践が多
く見られるようになった。さらに多様に
情報機器を活用できるように，簡単な操
作マニュアルを作り提示したり，情報機
器を効果的に活用した授業実践を広めた
りしていく。

情報機器を授業
に活用している Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）

Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％未満）

＜教員評価＞⑬
　　１００％

＜教員評価＞⑬
　　８９％ Ａ Ｂ Ａ

夏休みに，校内の情報機器の整理と操作マニュアル
の作成を行ったことで，これまで活用方法が固定化
されていたが，大型テレビ，タブレット，電子黒
板，書画カメラと様々な情報機器を活用するように
なった。しかし，教師の利用は増える一方で，児童
が協同学習などで利用することは尐ないので，児童
の利用促進を行っていく。

２．豊
かな心
の育成

と
生徒指
導の充

実
①その場に応じた正
しい言葉づかい，思
いやる言葉づかいの
育成

生徒
指導部

言葉づかいに対する意識向上が見られ
る。そこで，児童がどんな言葉づかいが
よくないと捉えているのかを調査し，課
題を明確にする。課題に出た言葉を減ら
していくという目標を掲げ，授業中や児
童会活動等あらゆる場面で，児童が自主
的に声をかけ合ったり，よい姿を教師が
褒めたりする場を作っていく。さらに，
学校での指導を各家庭にも積極的に発信
することで，子ども達のよい言葉づかい
を目指して，協力を得られるようにして
いく。

場に応じた正し
い言葉づかい，
思いやる言葉づ
かいがきちんと
できている Ａ：９０％以上の児童ができる

Ｂ：８０％以上の児童ができる
Ｃ：７０％以上の児童ができる
Ｄ：７０％未満の児童ができる

＜教員評価＞⑭
　　　７０％
　
＜児童評価＞⑨
　　　７４％

＜保護者評価＞⑧
　　　７８％

＜教員評価＞⑭
　　　５５％
　
＜児童評価＞⑨
　　　７４％

＜保護者評価＞⑧
　　　６６％

Ｃ Ｃ Ｃ

「言葉」に対する意識の高まりを感じる。また，言
葉づかいの良い・悪いという判断基準が明確でない
ことが評価が低い要因にあると考える。場に応じた
言葉づかいは，敬語を使えていたり，相手に伝わる
あいさつをしていたりと良い姿が見られる。次年度
は，友達に対する思いやりのある言葉づかいに絞っ
て指導する。また，評価項目について，より自分達
の姿をイメージしやすいものに改良して再度取り組
む。

◎ ②いじめのない温か
い学級活動づくり

生徒
指導部

言ってはいけない言葉は使わないなど，
児童の意識向上があたたかな人間関係づ
くりにつながっている。しかし，友達と
の関わりがなぜ大切なのか考える時間
が，十分に確保されていないという課題
もあった。年間計画に基づく活動例を提
示したり，言葉やあいさつの大切さを指
導する時間を十分に確保したりすること
で，思いやりのある学級づくりを目指し
ていく。

「人間関係づく
り年間指導計
画」を活用して
いる Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）

Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％未満）

＜教員評価＞⑮⑯
　　　８８％
　
＜児童評価＞①⑪
　　　９０％

＜保護者評価＞①
⑨
　　　９７％

＜教員評価＞⑮⑯
　　　８２％
　
＜児童評価＞①⑪
　　　９２％

＜保護者評価＞①
⑨
　　　９５％

Ａ Ａ Ａ

継続的な縦割り班活動の取り組みが，あたたかな人
間関係づくりを生んでいる。その反面，言葉づかい
の自己評価が低いため，あたたかな人間関係は優し
い言葉かけによって築かれているということを意識
して伝えていく必要がある。次年度，人間関係づく
り年間指導計画をより活用しやすい形に変更し，全
教職員で取り組んでいく。

◎ ③主体的に取り組む
特別活動

特別活動
担当

高学年は，責任感を持って異学年交流に
励んでおり，徐々に良好な人間関係を築
いているが，主体的に低学年のお世話等
を行う児童はまだ尐ない。見本となる行
動をとることが，低学年から尊敬・感謝
されることや自らの成長につながること
に気づかせ，主体的に活動する姿を目指
していく。

ねらいに沿って
主体的によりよ
い学校生活を築
こうとする態度
の育成に努めて
いる

Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％未満）

＜教員評価＞⑰
　　１００％
　
＜児童評価＞⑫
　　　９８％

＜保護者評価＞⑩
　　　９８％

＜教員評価＞⑰
　　１００％
　
＜児童評価＞⑫
　　　９２％

＜保護者評価＞⑩
　　　１００％

Ａ Ａ Ａ

委員会活動でイベントを企画して実行したことで，
高学年には主体性を，低学年には憧れや感謝の心を
育むことができた。さらに，児童が自分達でＰＤＣ
Ａサイクルを意識して取り組めるようになる姿に近
づけていきたい。次年度も，異学年交流という本校
の強みをいかして，縦割り班活動を継続していく。

◎
④別葉を活用し，重
点項目を意識した統
合的な道徳

道徳担当

別葉と年間指導計画を作成し，内容項目
が網羅できるようにした。夏休みに，１
学期の重点項目である「思いやり」につ
いてふり返り，現状の把握と今後の課題
について考える。２学期は，ゲスト
ティーチャーの活用を行い，重点項目で
ある「郷土愛」の充実を図りたい。

重点項目を意識
した道徳授業を
行っている Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）

Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％未満）

＜教員評価＞⑱
　　　８８％

＜教員評価＞⑱
　　　８８％ Ｂ Ｂ Ｂ

来年度も，１学期に別葉と年間指導計画を作成し，
内容項目が網羅できるようにする。各学級に道徳の
掲示コーナー「こころきらきら」のコーナを設置す
る。２学期にはゲストティーチャーの活用を行い，
重点目標である「郷土愛」が意識できるよう地域と
の結びつきを図る。３学期には，重点目標である
「感謝」について授業した内容を学年便りで知ら
せ，保護者にも広めていく。

⑤個別の指導計画や
教育支援計画の作成
と有効活用

特別支援
コーディ
ネーター

児童理解の会で支援の必要な児童の様子
や手だてについて共通理解を図った。ま
た，特別支援学校相談員を要請し，専門
的な立場からの助言をいただいた。しか
し，それらを日常の教育活動で十分生か
していないときもあった。今後は，教育
支援計画を生かし，個に応じた支援を常
に意識して取り組んでいく。

個別の指導計画
や教育支援計画
を作成し,有効
活用している

Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％未満）

＜教員評価＞⑲
　　　７８％

＜教員評価＞⑲
　　　９０％

Ｃ Ａ Ｂ

学年末の児童の実態を把握し，今年度の取組の考察
を行うとともに，次年度の目標や支援方法を考え，
次年度へ引き継ぐ。次年度も児童理解の会で支援の
必要な児童の様子や手だてについて全員で共通理解
を図ったり，特別支援学校相談員を要請し，専門的
な立場からの助言をいただいたりする。そして，個
に応じた支援を意識して取り組んでいく。

１．学
力向上

と
指導力
向上



◎ ①早寝・早起・朝食
の定着

保健
安全部

今後も継続して規則正しい生活を意識で
きるよう，健康スッキリ調査や健康パ
ワーアップ大作戦に取り組み，全体・個
別指導を行っていく。その際，規則正し
い生活は全ての活動の基礎となること
を，教職員が念頭におき指導していく必
要がある。また，家庭の協力が得られる
よう，今後も様々な場面を通して啓発し
ていく。

早寝早起朝食の
習慣が身に付い
ている

Ａ：９０％以上の児童ができる
Ｂ：８０％以上の児童ができる
Ｃ：７０％以上の児童ができる
Ｄ：７０％未満の児童ができる

＜教員評価＞⑳
　　１００％

＜児童評価＞⑬
　　　９４％

＜保護者評価＞⑦
　　　８４％

＜教員評価＞⑳
　　１００％

＜児童評価＞⑬
　　　９５％

＜保護者評価＞⑦
　　　７９％

Ａ Ｂ Ｂ

健康パワーアップ大作戦の取り組みにおいては保護
者から毎日サインをもらう欄を設け，家庭からの協
力が得られるようにしていく。また，学校保健委員
会の開催日を授業参観日に合わせ，保護者の参加を
増やし，児童だけでなく保護者にも望ましい生活習
慣等についての知識を啓発し，学校と家庭が連携
し，規則正しい生活習慣を身につけさせていく。

◎
②体力･運動能力調
査の実施・分析・取
組

体育担当

新体力テストの結果を平成26年度全国や
平成27年度石川県と比較すると，男女と
もに50ｍ走の結果が低いことが見受けら
れる。そこで，萩野台アジリティープラ
ンPart2にも書かれているように，50ｍ走
が県平均を上回ることを目標として，体
育の授業の準備運動で短距離走を取り入
れたり，スポチャレ40ｍを強化種目にし
たりして取り組んでいく。

体力・運動能力
調査による課題
の取組を行って
いる

Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％未満）

＜教員評価＞(21)
　　　８９％

＜教員評価＞(21)
　　　９０％ Ｂ Ａ Ａ

反復横跳びの結果が，5年男子・6年男子・6年女子に
おいて県平均を下回った。また，50ｍ走の結果も全
体として県平均を下回った。そこで，反復横跳びと
50ｍ走の結果が県平均を上回ることを目標として，
体育の授業の準備運動で反復横跳びと短距離走を取
り入れることで敏捷性と走力を高めていく。

◎

③事故の未然防止に
努めると共に，事故
発生時における教職
員相互の連携による
迅速な組織的対応

保健
安全部

マニュアルの活用や，訓練を何度も行う
ことで，基本的な防災意識や避難行動は
身についてきている。２学期には，地
震・火災を想定した休み時間の非難訓練
や予告なしの避難訓練を行い，いろいろ
な場面での避難行動の仕方を身に付けさ
せていく。教職員は，どんな状況におい
ても児童の命を守るという観点で行動で
きるように意識して取り組む。

安全指導の実施
と事故発生時に
教職員相互連携
による迅速な対
応を行っている

Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％未満）

＜教員評価＞(22)
　　１００％
　
＜児童評価＞⑯
　　　９４％

＜保護者評価＞⑭
　　１００％

＜教員評価＞(22)
　　１００％
　
＜児童評価＞⑯
　　　９３％

＜保護者評価＞⑭
　　１００％

Ａ Ａ Ａ

今年度は２回，予告なしの避難訓練を行った。児童
は日頃の訓練の積み重ねがあり，避難行動が身につ
いている。命を守るという意識をもたせ真剣に取り
組ませる。職員の動きについても，休み時間，授業
中で臨機応変な対応ができるようにする。
様々な体験（水消火器体験・煙体験・起震車体験）
を２学年ずつ体験させ，必ず体験できるようにす
る。

①教育活動の積極的
公開と情報発信
（学校便り，学年便
り，学校ホームペー
ジ等）

教　頭

保護者や地域の方がホームページ，学校
便り等をよく見ていただいていることに
感謝し，これからも積極的な発信に努め
る。今後は，ホームページに保健だよ
り・給食だよりなどを掲載し，多方面の
情報発信をしていく。また，学校だより
などに児童の活動の様子や教育活動など
をくわしく載せていくようにする。

学校・学年便
り,学校ホーム
ページ等を通し
て学校情報を発
信している

Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％未満）

＜教員評価＞(24)
　　１００％

＜保護者評価＞⑮
　　１００％

＜教員評価＞(24)
　　１００％

＜保護者評価＞⑮
　　９７％

Ａ Ａ Ａ

保護者や地域の方がホームページ，学校便り等をよ
く見ていただいていることに感謝し，これからも積
極的な発信に努める。今後は，ホームページに学校
だより・学年だより・保健だより・給食だよりなど
定期的に発信するものをしっかりアップしていきた
い。また，学年だよりなどに児童の活動の様子や学
習の様子，学習の予定などをくわしく載せていくよ
うにする。
また，年度当初に職員全員がホームページにアップ
する方法を研修し，誰でもできるようにしたい。

◎
②地域と連携し，太
鼓を中心とした地域
の伝統文化の継承

教務部

指導者の方々の協力をいただいて，今年
度の太鼓練習が始まった。昨年度の６年
生が模造紙に残した楽譜を利用し，これ
から６年生が５年生に教えながら練習を
進めていく。上級生から下級生へ伝えて
いくことがよき伝統となるよう，今後も
練習や発表の機会を設けて取り組んでい
く。

太鼓の継承を積
極的に行ってい
る

Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％未満）

＜教員評価＞(25)
　　１００％

＜教員評価＞(25)
　　１００％ Ａ Ａ Ａ

今年度も指導者の方々の協力をいただいて，３地区
の太鼓を練習し，運動会・敬老会・ござっさい祭り
で，５・６年生が披露する場を設けることができ
た。昨年度作成した模造紙にかいた楽譜を使って，
６年生が５年生に教えることができた。子どもから
子どもへ伝えていくことが，よき伝統となるよう今
後も取組を続けていく。

◎

③幼保小及び小中連
携の推進（情報交換
による相互理解,園
児･児童･生徒の交流
活動の実施）

連携担当

幼保小連携では，２学期以降に運動会を
はじめとした連携行事があるので，年長
児に安心や期待がもてるものになるよう
工夫して行う。
小中連携事業では，多くの活動を通して
意義のある体験ができている。今後，体
験後に今の生活にどのように生かしてい
くかという取り組み（中学校入学前に小
学校でできること）を強化して行ってい
く。

保育所･中学校
の相互授業参観
や情報交換会，
児童と園児や生
徒の交流活動を
積極的に行って
いる

Ａ：よくあてはまる　　（９０％以上）
Ｂ：だいたいあてはまる（８０％以上）
Ｃ：あまりあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％以上）
Ｄ：まったくあてはまらない
　　　　　　　　　　　（７０％未満）

＜教員評価＞(26)
　　１００％

＜教員評価＞(26)
　　１００％

Ａ Ａ Ａ

幼小連携では，就学時検診・合同運動会・もちつき
大会などで，年長児の様子を知ることができ，年長
児も小学校での活動を重ねることができている。９
月には３年生が学校紹介を行い，年長児とかかわる
こともできた。２月には１年生による体験入学を行
う予定である。
小中連携では，町の生徒指導部会で得た中学校の情
報(校則など)を小学校へ発信することで，児童に進
学をより意識させることができた。今後も一時的な
交流だけでなく，継続的な連携を行っていく。

４．開
かれた
学校づ
くりの
推進と
家庭地
域との
連携

3．体
力向上

と
危機管

理
の育成


